
村
上
助
九
郎
氏
所
蔵
『
和
歌
』

1
解
題
と
翻
却
1

こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
の
村
上
助
九
郎
氏
(
後
鳥

羽
天
皇
御
火
葬
塚
守
部
)
の
所
蔵
に
な
る
『
和
歌
』
で
あ
る
。
書
誌
的
説
明
か

ら
始
め
よ
う
。
写
本
、
全
一
冊
。
袋
綴
で
、
縦
二
六
・
四
糎
、
横
一
八
・
六
糎
。

表
紙
、
本
文
と
も
同
質
の
楮
紙
。
表
紙
中
央
に
墨
で
「
和
歌
」
と
打
ち
つ
け
に

書
か
れ
て
い
る
。
内
題
は
な
い
。
表
紙
左
下
に
「
、
秀
延
(
一
化
押
)
」
と
あ
る

墨
で
縦
に
線
を
入
れ
て
消
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
右
下
に
は

゛
)
、

力
「
、
春
隆
(
花
押
)
(
朱
印
)
」
と
あ
る
。
村
上
助
九
郎
秀
延
(
第
四
十
一
代
)

か
ら
村
上
助
九
郎
春
隆
(
第
四
十
二
代
)
に
移
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
表
表
紙
の
見
返
し
の
右
上
に
「
文
化
七
(
一
八
一
 
0
)
年
時
代

書
者
は
秀
延
な
り
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
。
但
し
、
「
遠
島
百
首
」
の
あ
と

「
文
化
十
三
年
子
五
月
廿
四
日
写
之
」
と
あ
る
。
全
七
十
一
丁
よ
り
な
る

こか
、
う
ち
末
尾
に
遊
紙
が
十
五
丁
あ
り
、
墨
付
は
五
十
六
丁
で
あ
る
。
一
面
は

゛
)
、

九
行
で
、
和
歌
は
上
下
句
二
行
書
き
。
虫
喰
が
少
し
あ
る
。
人
名
が
朱
で
書
か

れ
て
お
り
、
ま
た
鉛
筆
ら
し
き
も
の
や
桃
色
で
後
に
書
き
込
ま
れ
た
箇
所
も

あ
る
。次

に
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
(
翻
刻
の
①
か
ら
⑪
の
数
字
は
私

一
九
九
一
年
三
月

に
付
し
た
)

ま
ず
、
①
は
す
べ
て
『
新
古
今
隹
木
』
の
歌
で
あ
り
、
「
四
季
」
や
「
恋
」
等

の
主
要
な
部
立
か
ら
抜
き
出
し
て
い
る
。
上
に
記
さ
れ
る
「
後
鳥
羽
院
」
以
下

は
作
者
で
あ
り
、
下
の
「
左
大
臣
兼
熈
公
」
以
下
は
歌
を
選
出
し
た
人
か
。
こ

れ
ら
は
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
考
証
は
省
略
に
従
う
が
、
選
出
し
た
人

の
在
職
年
時
か
ら
考
え
て
、
元
禄
十
三
(
一
七
0
0
)
年
十
一
月
八
日
以
降

同
十
四
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
所
為
で
あ
る
。

②
は

「
{
疋
家
十
体
」
に
挙
げ
ら
れ
る
例
歌
か
ら
各
一
首
選
び
出
し
た
も
の
。

「
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
」
以
下
は
選
出
し
た
人
か
。
こ
れ
も
奉
納
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
選
出
し
た
人
の
在
職
年
時
か
ら
、
元
禄
二
(
一
六
八
九
)
年
十
二

月
二
十
六
日
以
降
同
六
年
十
月
二
十
五
日
ま
で
の
所
為
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
「
遠
島
百
首
」
で
あ
る
が
、
小
原
幹
雄
氏
の
ご
研
究
も
あ
る
の
で
省
略

す
る
。
(
「
島
根
大
学
論
集
(
人
文
科
学
)
」
四
曼
昭
二
十
九
・
一
ミ
等
)

④
は
氏
成
が
寛
永
九
(
一
六
三
二
)
年
三
月
十
日
に
後
鳥
羽
院
御
陵
に
参
詣

し
た
時
の
こ
と
か
(
『
続
史
臭
巨
)
。
(
「
夏
日
」
と
あ
る
の
で
、
三
月
十
日
は

京
都
を
出
発
し
た
日
で
あ
ろ
う
か
)
氏
成
は
藤
原
道
隆
の
流
れ
を
く
み
、
水
無

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

芦
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五
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村
上
助
九
郎
氏
所
蔵
『
和
歌
一

瀬
氏
。
寛
永
二
十
一
年
に
七
十
四
歳
で
甍
じ
る
。

つ
の
こ
と
か
不
明
。
氏
信
は
氏
成
の
孫
で
元
禄
三
年
七
十
二
歳
で
芭
死
。

5
 
よ
)

「
短
冊
弐
拾
首
」
と
あ
る
が
、
二
十
一
首
あ
る
。
『
隠
岐
院
宝
物
之
記
』

6
よ

(
後
出
)
に
は
こ
れ
を
「
寛
永
十
五
年
(
十
六
年
で
あ
ろ
う
)
二
月
廿
二
日
四

百
回
聖
忌
」
の
折
と
す
る
が
、
作
者
の
鳥
丸
光
広
が
寛
永
十
五
年
七
月
十
三
日

に
甍
じ
て
い
る
こ
と
、
『
続
史
愚
抄
』
寛
永
九
年
三
月
十
日
条
の
氏
成
御
陵
参

詣
の
折
に
「
此
序
院
(
注
、
後
水
尾
院
)
被
納
御
製
和
歌
 
0
」
と
あ
る

こ
と
(
二
十
首
全
部
が
御
製
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
)
か
ら
み
て
も
、
寛

永
九
年
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
書
写
者
藤
原
兼
原
は
水
無
瀬
氏
成
の
孫
具
英
が

祖
で
あ
る
町
尻
家
で
、
後
に
量
原
と
改
名
し
た
。
書
写
年
代
は
在
職
年
時
か
ら

明
和
八
(
一
七
七
こ
年
正
月
十
日
か
ら
安
永
六
(
一
七
七
七
)
年
十
二
月
十

八
日
ま
で
の
間
。
前
記
『
宝
物
之
記
』
に
、
安
永
二
年
に
源
福
寺
(
後
鳥
羽
院

の
配
所
)
の
求
め
に
応
じ
て
兼
原
の
書
写
し
た
も
の
が
見
え
る
。
達
筆
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

⑦
は

「
と
し
は
百
を
四
か
へ
り
に
お
よ
び
」
と
あ
る
の
で
四
百
回
聖
忌
か
と

思
わ
丸
寛
永
十
六
年
二
月
二
十
二
日
に
氏
成
が
御
陵
に
参
詣
し
た
。
歌
十
五

首
は
氏
成
作
で
あ
ろ
う
。

⑧
は
⑦
の
折
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
「
自
、
院
(
注
、
後
水
尾
院
)
被
献

御
法
楽
和
歌
一
者
」
(
『
続
史
畏
芝
)
と
み
ぇ
る
。
院
が
代
表
と
し
て
諸
公
卿

の
歌
を
奉
納
し
た
も
の
か
。
「
西
里
」
「
高
田
山
」
「
成
沢
池
」
「
籬
島
」
な
ど
、

隠
岐
郡
都
万
村
の
高
田
明
神
所
蔵
女
局
田
明
神
至
徳
百
首
和
歌
』
(
十
四
世
紀

末
の
成
立
)
と
共
通
す
る
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

⑨
は
澄
覚
が
安
永
元
(
一
七
七
己
年
冬
に
源
福
寺
僧
に
託
し
て
奉
納
し
た

三
十
一
首
。
『
新
古
今
集
』
「
雑
歌
中
」
の
後
鳥
羽
院
詠
「
奥
山
の
お
ど
ろ
が
下

芦
田
耕
一

三
ナ

も
ふ
み
分
け
て
道
あ
る
世
ぞ
と
人
に
知
ら
せ
ん
」
の
三
十
工
子
を
摂
三
十
一

首
の
各
歌
の
頭
に
据
え
て
詠
ん
だ
も
の
。
澄
覚
は
冷
泉
為
村
の
法
号
で
安
永
三

年
に
六
十
三
歳
で
甍
じ
る
。

⑪
は
町
尻
兼
原
が
明
和
八
(
一
七
七
一
)
年
十
月
に
源
福
寺
僧
に
託
し
て
奉

納
し
た
も
の
。
「
つ
っ
し
む
で
た
て
ま
つ
る
」
を
⑨
と
同
じ
よ
う
に
詠
み
こ
ん

で
い
る
。

⑪
は
藤
原
(
細
野
)
為
景
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
為
景
は
四
十
一
歳
で
承
応

元
(
一
六
五
己
年
に
卒
し
て
い
る
の
で
「
壬
申
」
は
寛
永
九
(
一
六
一
三
マ

年
で
あ
る
。
寛
永
九
年
は
④
で
述
べ
た
よ
う
に
氏
成
が
夏
に
御
陵
に
参
詣
し
た

年
で
あ
り
、
氏
成
に
託
し
て
奉
納
し
た
も
の
か
。

⑫
⑬
は
氏
信
・
兼
豊
父
子
が
天
和
二
(
一
六
八
己
年
に
源
福
寺
僧
に
託
し

た
も
の
。
兼
豊
は
宝
永
二
(
一
七
0
五
年
に
五
十
三
歳
で
甍
じ
る
。

⑭
は
氏
孝
が
源
福
寺
僧
に
託
し
た
も
の
。
い
つ
の
こ
と
か
不
明
。
氏
孝
は
兼

)し

豊
男
で
寛
保
元
(
一
七
四
こ
年
に
六
十
七
歳
で
甍
じ
る
。

⑮
⑯
は
省
略
。

⑪
は
源
(
竹
内
)
俊
治
が
詠
ん
だ
三
十
首
。
「
一
威
人
左
近
衛
将
監
」
で
あ
っ

た
寛
永
五
(
一
六
二
八
)
年
正
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
七
歳
で
卒
す
る
正
保
四

(
一
六
四
七
)
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
飯
ま
れ
た
も
の
。

⑪
⑲
は
省
略

⑳
は
地
下
人
の
詠
で
、
実
在
の
確
か
め
ら
れ
る
人
物
は
い
な
い
。

⑳
の
「
あ
ふ
こ
と
の
:
:
:
」
は
『
拾
遺
集
』
「
恋
区
に
入
り
↓
百
人
一
首
』

に
採
ら
れ
る
著
名
な
歌
。
作
者
名
と
選
出
し
た
人
を
並
べ
る
書
き
方
は
①
に
あ
っ

た
。
「
{
疋
誠
」
が
「
前
内
大
臣
」
と
呼
ぱ
れ
る
の
は
貞
享
三
(
一
六
八
六
)
年

三
月
以
降
元
禄
五
(
一
六
九
己
年
三
月
二
十
六
日
の
落
飾
ま
で
。
「
君
が
世
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に
:
・
:
・
」
は
『
新
古
今
隹
木
』
「
加
貝
」
の
一
滕
原
範
兼
詠
。
こ
こ
も
氏
孝
が
選
び
出

し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
う
ぐ
ひ
す
の
ー
:
・
」
は
『
新
古
今
集
』
「
春
上
」

の
後
鳥
羽
院
詠
。
「
見
わ
た
せ
ぱ
・
・
・
:
・
」
は
『
新
古
今
集
』
「
秋
上
」
の
藤
原
定

家
詠
。
選
出
し
た
「
妙
法
院
宮
」
は
山
に
見
え
た
尭
延
法
親
王
の
こ
と
。
こ
れ

ら
四
首
が
な
ぜ
こ
こ
に
紛
れ
込
ん
だ
の
か
不
明
。

叙
上
の
よ
う
に
、
後
島
院
御
陵
に
奉
納
し
た
歌
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
み
工
①
②
も
い
つ
の
折
か
貴
顕
が
奉
納
す
る
た
め
に
各
人
好
み
の
歌
を
選

び
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
断
片
で
し
か
な
い
が
⑪
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

1

以
上
、
『
和
歌
』
を
説
明
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が

あ
る
。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
源
光
暉
写
『
隠
岐
院
宝
物
之
記
』
は
①

②
⑪
⑲
⑳
⑳
を
除
い
て
多
く
が
共
通
す
る
。
そ
し
て
『
和
歌
』
を
書
写
し
た
も

の
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
福
山
脩
氏
所
蔵
の
『
和
歌
』
が
そ
れ
で
あ
り
、
村
上
家

本
を
少
し
後
の
文
政
十
二
(
一
八
二
九
)
年
十
二
月
吉
日
に
福
山
龜
壽
が
ほ
ぽ

そ
の
ま
ま
の
体
裁
で
忠
実
に
写
し
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
末
見
)
。
こ

の
福
山
本
を
小
瀧
空
明
氏
が
「
島
根
需
」
第
十
六
巻
第
四
号
(
昭
十
四
・
一
己

に
「
〔
寛
永
九
年
1
安
永
元
年
〕
隠
岐
院
御
廟
奉
納
和
歌
」
と
い
う
題
で
、

翻
刻
し
簡
単
な
説
明
を
付
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
瓢
植
等
が
あ
り
、
ま

た
発
表
誌
の
関
係
も
あ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

こ
に
^
た
に
^
^
し
て
お
き
た
い
。

三
七

に
つ
と
め
た
が
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
読
解
の
便
を

は
か
っ
て
濁
点
表
記
を
施
し
、
返
り
点
(
原
則
と
し
て
)
や
句
読
点
を
付
し

た
。
本
文
提
供
の
趣
旨
か
ら
改
行
に
つ
い
て
は
元
の
ま
ま
で
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
鉛
筆
の
よ
う
な
も
の
で
後
人
が
よ
み
を
示
し
た
箇
所
は
省
略
し
た
。

一
、
底
本
の
擧
・
脱
字
等
寵
め
ら
れ
る
場
合
は
「
(
マ
マ
)
」
と
注
記
し
た
。

ま
た
「
(
0
0
力
)
」
と
傍
記
し
て
推
定
本
文
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
一
応

よ
ん
だ
が
不
審
の
残
る
よ
み
に
つ
い
て
は
「
(
?
)
」
を
付
し
た
。
よ
め
な
い

場
合
は
「
口
」
で
示
し
て
お
い
た
。

一
、
各
半
丁
の
終
り
を
、
墨
付
の
丁
か
ら
数
え
て
ご
ー
オ
ご
ー
ウ
等
で
示
し

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
用
字
法
・
仮
名
遣
い
な
ど
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と

.

凡

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

一
、
虫
喰
が
ひ
ど
く
読
み
に
く
い
箇
所
は
傍
線
を
引
い
て
示
し
た
。
そ
し
て
前

述
の
『
宝
物
之
記
』
の
本
文
に
ょ
っ
て
示
し
た
。

一
、
末
筆
な
が
ら
翻
刻
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
村
上
助
九
郎
氏
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
三
月

鷹
司

ヒ
ロ

左
大
臣
兼
熈
公

後
鳥
羽
院

ヒ
ロ
カ

鷺
の
な
け
ど
も
い
ま
だ
ふ
る
雪
に
杉
の
は
し
ろ
き
あ
ふ
さ
か
の
山

菊
亭右

大
将
伊
季
卿

前
中
納
言
定
家

梅
花
に
ほ
ひ
を
う
つ
す
袖
の
上
に
軒
も
る
月
の
影
ぞ
あ
ら
そ
ふ

清
閑
寺
大
納
言

熈
定
卿
(
朱
)

後
鳥
羽
院
宮
内
卿

う
す
く
こ
き
野
べ
の
み
ど
り
の
若
草
に
跡
ま
で
み
ゅ
る
雪
の
む
ら
ぎ
え
」

オ

翻
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村
上
助
九
郎
氏
所
蔵
『
和
慾

参
議
雅
経

柳
原
前
大
納
言
資
廉
卿
(
朱
)

岩
ね
よ
り
か
さ
な
る
山
を
わ
け
す
て
 
1
化
も
い
く
へ
の
あ
と
の
し
ら
雲

能
因
法
師

中
院
前
中
納
言
通
躬
卿
(
朱
)

山
里
の
は
る
の
夕
暮
き
て
み
れ
ば
入
あ
ひ
の
か
ね
に
花
ぞ
ち
り
け
る

庭
田
前
大
納
、
而

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
重
條
卿
(
朱
)

忘
る
な
よ
た
の
む
の
さ
は
を
た
つ
か
り
も
い
な
ば
の
か
ぜ
の
秋
の
夕
ぐ
れ
」

芦
田
耕

ー
ウ

武
者
小
路
三
位

実
陰
卿
(
朱
)

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

駒
と
め
て
猶
水
か
は
む
山
吹
の
花
の
露
そ
ふ
ゐ
で
の
玉
川

寂
蓮
法
師

葉
室
前
大
納
言
頼
孝
卿
(
朱
)

暮
て
ゅ
く
は
る
の
み
な
と
は
し
ら
ね
ど
も
か
す
み
に
お
つ
る
う
ぢ
の
し
ば
舟

東
園
宰
相

六
条
前
太
政
大
臣
頼
実

基
長
卿

ほ
と
＼
ぎ
す
な
き
て
い
る
さ
の
や
ま
の
端
は
月
ゆ
へ
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か

な
」
 
2
オ藤

原
基
俊

難
波
前
中
納
言
宗
並
卿
(
朱
)

玉
柏
し
げ
り
に
け
り
な
五
月
雨
に
は
も
り
の
神
の
し
め
は
ふ
る
ま
で

従
三
位
頼
政

醍
醐
中
納
言
昭
尹
卿
(
朱
)

{
げ
力
〕

庭
の
お
も
は
ま
だ
か
は
か
ぬ
に
夕
立
の
そ
ら
さ
り
き
な
く
す
め
る
つ
き
か
な

東
園
前
火
納
言

前
大
僧
正
慈
円

基
埜
卿

?
3

雲
ま
よ
ふ
夕
に
あ
か
た
を
こ
め
な
が
ら
^
も
ほ
に
出
ぬ
荻
の
上
か
な
」
 
2
ウ

法
橋
顕
昭

川
鰭
前
中
納
言
実
陳
卿
(
朱
)

ノ
プ
カ

水
ぐ
き
の
お
か
の
く
ず
葉
も
色
付
て
け
さ
う
ら
が
な
し
秋
の
初
風

鴨
長
明

西
洞
院
前
宰
相
時
成
卿
(
朱
)

秋
か
ぜ
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
袖
は
あ
ら
じ
た
ゞ
我
か
ら
の
甲
路
の
夕
ぐ
れ

大
蔵
卿
有
家

平
松
宰
相
時
方
卿
(
朱
)

か
ぜ
わ
た
る
あ
さ
ぢ
が
す
ゑ
の
露
に
だ
に
や
ど
り
も
は
て
ぬ
よ
ひ
の
い
な
づ

ま
」
 
3
オ宜

秋
門
院
丹
後

飛
鳥
井
三
位
雅
豊
卿
(
朱
)

マ
サ
か

忘
れ
じ
な
難
波
の
あ
き
の
よ
は
の
空
こ
と
う
ら
に
す
む
月
は
み
る
と
も

穂
波
前
宰
相

経
尚
卿
(
朱
)

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

あ
く
が
れ
て
ね
ぬ
よ
の
ち
り
の
つ
も
る
ま
で
月
に
は
ら
は
ぬ
床
の
さ
む
し
ろ

西
行
法
師

今
城
中
納
言
定
経
卿
(
朱
)

き
り
ぐ
す
夜
さ
む
に
秋
の
な
る
ま
>
に
ょ
は
る
か
こ
ゑ
の
と
を
ざ
か
り
ゆ

く
」
 
3
ウ

外
山
三
位

後
久
我
太
政
大
臣
通
光

、
呈
j

明
ぽ
の
や
川
瀬
の
な
み
の
た
か
せ
舟
く
だ
す
か
人
の
袖
の
秋
霧

従
二
位
家
隆

清
水
谷
前
大
納
言
実
業
卿
(
朱
)

露
時
雨
も
る
山
か
げ
の
し
た
紅
葉
ぬ
る
と
も
お
ら
む
あ
き
の
か
た
み
に

梅
小
路
宰
相
共
方
卿
(
朱
)

大
納
言
通
具

霜
こ
ほ
る
そ
で
に
も
か
げ
は
の
こ
り
け
り
つ
ゆ
よ
り
な
れ
し
あ
り
明
の
月
」

4
オ

三
ノ

交
野
三
位
時
香
卿
(
朱
)

藤
原
秀
能

風
ふ
け
ば
余
所
に
な
る
み
の
か
た
お
も
ひ
お
も
は
ぬ
方
に
な
く
千
鳥
哉

式
子
内
親
王

中
院
前
大
納
言
通
茂
卿
(
朱
)(

べ
力
)

さ
む
し
ろ
の
夜
は
の
こ
ろ
も
で
さ
え
く
て
は
つ
雪
し
ろ
し
岡
の
い
の
松

ア
ツ
フ
サ
カ

崇
徳
院

万
里
小
路
前
大
納
言
淳
房
卿
(
朱
)

み
か
り
す
る
か
た
の
、
み
の
に
ふ
る
あ
ら
れ
あ
な
か
ま
、
だ
き
鳥
も
こ
そ
た

て
」
 
4
ウ
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後
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣伏

見
中
務
卿
宮
邦
永
親
王
(
朱
)

し
の
ぶ
る
に
心
の
ひ
ま
は
な
け
れ
ど
も
猶
も
る
も
の
は
な
み
だ
な
り
け
り

日
野
頭
弁
輝
光
朝
臣
条
)

二
条
院
讃
岐

み
る
め
こ
そ
入
ぬ
る
磯
の
草
な
ら
め
袖
さ
へ
波
の
し
た
に
朽
ぬ
る

後
徳
大
寺
左
大
臣

妙
法
院
宮
尭
延
法
親
王
(
朱
)

さ
め
て
後
夢
な
り
け
り
と
お
も
ふ
に
も
あ
ふ
は
わ
か
れ
の
お
し
く
や
は
あ
ら

ぬ
」
 
5
オ

日
野
西
前
宰
相
国
豊
卿
(
朱
)

源
俊
頼
朝
臣

あ
し
の
や
の
し
づ
は
た
帯
の
か
た
む
す
び
こ
、
ろ
や
す
く
も
打
と
く
る
か
な

裏
松
前
中
納
一
憙
光
卿
(
朱
)

正
三
位
知
家

こ
れ
も
ま
た
な
が
き
別
に
成
や
せ
む
暮
を
ま
つ
べ
き
い
の
ち
な
ら
ね
ば

西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
久
我
大
納
言
通
誠
卿
(
朱
)

恋
わ
ぶ
る
涙
や
そ
ら
に
く
も
る
ら
ん
ひ
か
り
も
か
は
る
ね
や
の
月
影
」
 
5
ウ

中
山
大
納
言
篤
親
卿
(
朱
)

八
条
院
高
倉

い
か
ゞ
ふ
く
身
に
し
む
色
の
か
は
る
か
な
た
の
む
る
く
れ
の
松
か
ぜ
の
こ
ゑ

葉
室
中
納
言
頼
重
卿
(
朱
)

小
侍
従

(
に
力
)

つ
ら
き
を
も
う
ら
み
ぬ
わ
れ
も
な
ら
ふ
な
よ
う
き
身
を
し
ら
ぬ
人
も
こ
そ
あ

れ

こ
ゑ

高
野
前
中
納
言
保
春
卿
(
朱
)

前
大
納
言
兼
宗

世
を
す
っ
る
こ
>
ろ
は
な
を
ぞ
な
か
り
け
る
う
き
を
う
し
と
は
お
も
ひ
し
れ

ど
も

野
宮
中
将
定
基
朝
臣
(
朱
)

大
納
言
経
信

ゆ
ふ
日
さ
す
浅
茅
が
は
ら
の
た
び
人
は
あ
は
れ
い
づ
こ
に
や
ど
を
か
る
ら
む
」

6
オ

近
衛
ヒ
ロ

右
大
臣
家
熈
公
(
朱
)

藤
原
清
輔
朝
臣

と
し
へ
た
る
う
ぢ
の
橋
も
り
こ
と
>
は
む
い
く
よ
に
な
り
ぬ
水
の
み
な
か
み
」

姉
小
路
前
中
納
言
公
量
卿
(
朱
)

前
大
納
言
忠
良

折
に
あ
へ
ぱ
こ
れ
も
さ
す
が
に
あ
は
れ
な
り
小
田
の
か
は
づ
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の

三
九

6
ウ

有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
(
朱
)

第
一
幽
玄
郭

わ
び
ぬ
れ
ば
今
は
た
お
な
じ
難
波
な
る
身
を
つ
く
し
て
も
あ
は
む
と
ぞ
お
も

ふ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

第
二
長
高
躰

清
水
谷
大
納
言
実
業
卿
(
朱
)

思
ふ
こ
と
な
ど
>
ふ
人
の
な
か
る
ら
む
あ
ふ
げ
ば
そ
ら
に
月
ぞ
さ
や
け
き

葉
室
前
大
納
嘉
孝
卿
(
朱
)

第
三
有
心
躰

つ
の
く
に
の
な
に
は
の
春
は
ゆ
め
な
れ
や
あ
し
の
か
れ
は
に
か
ぜ
わ
た
る
な

り
」
フ
ォ

堀
川
三
位
康
綱
卿
(
朱
)

第
四
麗
躰

ほ
の
ぐ
と
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
霧
に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
お
も
ふ

桑
原
民
部
太
輔
長
義
朝
臣
(
朱
)

第
五
事
可
然
躰

大
か
た
の
あ
き
の
ね
ざ
め
の
な
が
き
よ
も
君
を
ぞ
い
の
る
身
を
お
も
ふ
と
て

第
六
面
白
躰

押
小
路
三
位
公
音
卿
(
朱
)

山
里
に
う
き
よ
い
と
は
む
友
も
が
な
悔
し
く
す
ぎ
し
む
か
し
語
ら
む
」
フ
ウ

飛
鳥
井
三
位
雅
豊
卿
(
朱
)

第
七
濃
躰

ち
ら
す
な
よ
し
の
、
は
ぐ
さ
の
か
り
に
て
も
露
か
ー
べ
き
袖
の
う
へ
か
は

石
野
少
将
基
顕
(
朱
)

第
八
見
様
躰

一
九
九
一
年
三
月

〔404〕
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村
上
助
九
郎
氏
所
蔵
『
和
歌
』

村
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
槙
の
は
に
霧
立
の
ぽ
る
秋
の
夕
ぐ
れ

滋
野
井
少
将
公
澄
(
朱
)

第
九
有
一
節
躰

立
か
へ
り
又
も
き
て
見
む
松
島
や
を
じ
ま
の
苫
屋
波
に
あ
ら
す
な
」
 
8
オ

第
十
鬼
竝
躰

冷
泉
中
将
為
綱
朝
臣
(
朱
)

ぬ
れ
て
ほ
す
玉
ぐ
し
の
葉
の
つ
ゆ
じ
も
に
あ
ま
て
る
ひ
か
り
い
く
よ
へ
ぬ
ら

ん

芦
田
耕
一

(
六
行
分
空
白
)
」
 
8
ウ

隠
岐
院
遠
島
百
首

(
和
歌
百
首
は
省
略
)

文
化
十
三
子
五
月
廿
四
日
写
之
」
肋
オ

夏
日
陪
隠
岐
廟
前
同
詠
池
蓮
和
歌

従
二
位
藤
原
氏
成

世
と
、
も
に
す
む
池
水
や
は
ち
す
葉
の
っ
ゆ
の
心
を
こ
、
ろ
な
る
ら
む

夏
日
奉
隠
岐
廟
前
詠
懐
旧
和
歌

従
二
位
藤
原
氏
信

い
に
し
へ
を
お
も
い
も
え
そ
ふ
ぉ
き
の
島
の
」
⑳
ウ
む
か
ひ
の
も
り
に
螢
と

ぶ
こ
ろ

鳥
丸
大
納
言
光
広
卿
(
朱
)

野
若
菜

さ
と
人
の
野
辺
に
出
て
も
世
を
思
ふ
き
み
が
た
め
な
る
わ
か
な
つ
む
ら
し

中
院
中
納
言
通
村
卿
(
朱
)

春
月

思
ひ
け
る
浪
ぢ
か
な
し
き
お
き
の
海
の
」
訟
オ
む
か
し
も
と
を
く
か
す
む
月

力
ι

(
四
行
分
空
白
)
」
れ
オ

(
全
部
白
紙
)
」
れ
ウ

従
楚
ぎ
御
奉
納
之
御
短
冊
弐
拾
首

後
水
尾
院
(
朱
)

院
撰
(
朱
)

雲
か
す
み
う
み
ょ
り
い
で
、
明
そ
む
る
お
き
の
外
山
や
春
を
し
る
ら
ん

全
行
分
空
白
)

下
冷
泉
為
尚
卿
(
朱
)

寄
雲
花

ま
だ
き
よ
り
い
そ
ぐ
心
の
立
か
へ
り
花
を
も
ま
が
ふ
み
ね
の
白
雪

(
業
力
)

柳
原
中
納
言
華
光
卿
(
朱
)

苗
代

た
の
み
を
ぱ
秋
に
か
り
く
る
そ
し
ろ
田
に
苗
代
水
を
せ
き
い
る
、
よ
り

阿
野
中
納
言
実
顕
卿
(
朱
)

古
孑
ノ
ム

杜
鵤
む
か
し
な
が
ら
の
声
た
て
ご
訟
ウ
な
く
や
山
田
の
さ
な
へ
と
る
頃

園
宰
相
基
音
卿
(
朱
)

松
下
泉

わ
き
い
づ
る
岩
ね
の
清
水
ま
つ
の
風
と
も
に
夏
な
き
こ
ゑ
の
す
ゞ
し
さ

(
守
力
)

近
衛
殿
信
寄
公
条
)

七
夕
契

年
を
へ
て
ま
れ
の
あ
ふ
せ
に
か
へ
る
世
は
い
か
に
契
り
し
天
川
浪

鳥
丸
中
納
言
光
賢
卿
(
朱
)

秋
タ

蓬
生
の
夕
よ
い
か
に
さ
び
し
さ
は
」
器
オ
な
が
め
な
し
て
も
荻
の
上
風

(
?
)

八
条
院
撰
智
忠
(
朱
)

器
雁

天
津
空
雲
の
は
つ
か
に
く
る
雁
の
翅
も
し
る
き
あ
き
の
夜
の
月

清
水
谷
忠
定
卿
(
朱
)

河
月

水
無
瀬
川
み
ぎ
は
の
浪
の
音
ま
で
も
そ
ら
に
ぞ
す
め
る
秋
の
夜
月

聖
護
院
宮
道
晃
法
親
王
(
朱
)

持
衣

あ
き
ふ
か
き
夜
さ
む
を
お
な
じ
心
と
や
」
器
ウ
里
を
あ
ま
た
に
衣
う
つ
ら
む

飛
鳥
井
中
将
雅
昭
卿
(
朱
)

寒
草

(
朱
)

団
団

四
0

⑥ ⑤ ④ ③
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置
霜
に
尾
ば
な
が
袖
も
む
す
ぽ
、
れ
は
ら
ひ
か
ね
た
る
冬
枯
の
こ
ろ

水
無
瀬
中
納
言
氏
成
卿
(
朱
)

庭
初
雪

降
そ
め
し
あ
し
た
に
み
ぱ
や
を
の
づ
か
ら
お
き
の
小
島
を
庭
の
し
ら
雪

中
院
宰
相
通
純
卿
(
朱
)

聞
恋

先
の
よ
に
契
り
や
を
き
し
お
も
影
を
」
⑳
オ
き
く
よ
り
や
が
て
み
る
ぱ
か
り

な
る

水
無
瀬
宰
相
兼
俊
卿
(
朱
)

俄
逢
恋

こ
よ
ひ
と
も
か
ね
て
さ
だ
め
ぬ
契
り
こ
そ
ま
だ
う
ち
と
け
ぬ
心
な
る
ら
め

西
洞
院
円
空
(
朱
)

心
心

い
か
に
せ
む
人
の
こ
、
ろ
の
た
ね
蒔
て
わ
す
れ
草
お
ふ
る
野
辺
と
な
り
し
を

勧
修
寺
経
広
卿
条
)

名
所
松

と
き
は
な
る
陰
を
た
め
し
に
こ
と
の
葉
も
」
 
N
ウ
猶
世
に
た
え
ぬ
わ
か
の
浦

ま
つ

七
条
少
将
隆
脩
卿
(
朱
)

田
家

つ
く
り
を
く
田
面
に
う
く
る
山
水
を
身
の
た
の
し
み
に
住
や
な
れ
け
ん

竹
内
門
跡
良
恕
(
朱
)

申
士

お
き
の
海
の
あ
ら
き
な
み
風
し
づ
か
に
と
都
の
み
な
み
宮
っ
く
り
せ
り

伊
勢
祭
主
友
忠
(
朱
)

奉
備
御
陵

お
き
の
う
み
の
あ
わ
れ
お
も
ふ
人
は
あ
り
と
」
鈴
オ
と
ふ
に
こ
た
へ
ず
浦
風

や
吹

べ
き
心
を
道
と
し
て
、
千
里
を
も
出
た
つ
足
も
と
に
め
ぐ
ら
し
、
か
ち
ょ
り

し
舟
よ
り
し
て
参
り
つ
き
ぬ
。
打
み
る
よ
り
浦
山
は
る
ぐ
と
」
部
ウ
世
を

(
さ
力
)

は
な
れ
て
ゑ
を
も
か
、
ま
ほ
し
く
い
は
ん
方
な
し
。
や
が
て
近
く
し
ぶ
ら
ふ

僧
に
あ
な
ひ
し
て
御
は
か
を
お
が
み
奉
る
。
し
ば
ら
く
法
施
し
て
年
月
の

か
な
ひ
ぬ
と
お
つ
る
涙
な
に
、
つ
、
ま
む
と
も
な
し
。
し
か
あ
れ
ば

ほ
い今

上
よ
り
御
い
の
り
の
た
め
御
太
刀
御
馬
進
御
あ
り
。
院
の
帝
の
御
製
を

?
こ

は
じ
め
い
づ
れ
も
奉
納
し
侍
し
。
院
の
御
を
ば
あ
ま
た
、
び
か
そ
え
た
て
ま

つ
る
。
さ
れ
ば
延
応
元
年
の
後
と
し
は
百
を
四
か
へ
り
に
お
よ
び
代
は
は

た
つ
き
あ
ま
り
に
な
ん
な
り
ぬ
る
。
い
か
な
る
因
^
^
^
オ
に
か
^
た
ま
の

あ
り
か
に
ま
ぽ
ろ
し
な
ら
で
も
尋
ね
き
た
り
。
侍
る
事
久
堅
の
あ
め
を
き
は

め
し
も
き
な
る
泉
ま
で
に
し
て
か
ら
う
じ
て
一
逢
が
し
ま
も
と
め
け
ん
も
ひ
と

つ
心
に
や
と
覚
え
し
よ
ろ
こ
び
に
た
へ
ず
。
猶
を
ろ
か
な
る
こ
と
の
葉
を
さ

へ
み
じ
か
き
筆
に
と
ゞ
め
侍
る
な
む
空
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
。

氏
成
上

千
い
ろ
あ
る
陰
を
め
ぐ
り
の
古
跡
に
す
ゞ
し
き
道
は
と
め
て
こ
そ
し
れ
」

(
一
行
分
空
白
)

⑦
隠
岐
国
後
鳥
羽
太
上
皇
の
御
遺
躍
い
か
に
い
ま
す
ら
ん
と
み
た
て
ま
つ
る

(
一
行
分
空
自

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

右
近
衛
権
少
将
藤
原
兼
原
謹
書

ウ岡
の
べ
の
ま
つ
の
ひ
ゞ
き
に
ひ
か
れ
て
や
夕
の
風
の
か
ほ
り
き
ぬ
ら
む

に
し
へ
を
お
も
ひ
や
り
て
も
身
を
や
く
は
お
き
の
こ
じ
ま
の
明
暮
の
空

いお
ろ
そ
か
に
つ
か
へ
こ
し
身
の
日
の
ひ
か
り
へ
だ
て
ず
て
ら
せ
行
末
の
そ
ら

な
が
め
せ
し
君
に
ひ
か
れ
て
草
も
木
も
お
き
の
小
島
は
む
つ
ま
じ
き
か
な

朝
ゆ
ふ
に
ひ
ゞ
く
山
風
浦
な
み
に
」
舒
オ
こ
、
ぞ
う
き
世
の
中
の
島
な
る

(
つ
力
)

越
て
こ
し
舟
路
は
あ
や
し
風
ふ
け
ば
お
き
て
し
ら
浪
龍
田
山
を
も

故
郷
は
な
み
ぢ
へ
だ
て
>
こ
ゆ
る
ぎ
の
こ
が
め
な
ら
で
も
お
き
に
出
に
け
り

わ
た
つ
海
や
さ
か
ひ
も
み
へ
ぬ
沖
に
き
て
空
こ
そ
舟
の
た
よ
り
也
け
れ

一
九
九
一
年
三
月

四
一
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な
ぐ
さ
め
て
ゑ
に
か
>
ま
ほ
し
は
る
か
な
る
都
も
お
き
も
へ
だ
て
な
き
ま
で
」

舒
ウ

よ
み
直
し
み
ど
り
の
洞
の
一
化
に
み
む
名
は
お
き
な
が
ら
わ
か
の
う
ら
浪

世
の
中
に
た
ね
は
の
こ
る
も
色
は
な
し
き
み
が
言
葉
の
花
に
尽
し
て

し
づ
み
し
も
な
き
跡
の
名
の
い
や
た
か
き
君
こ
そ
き
み
が
代
を
て
ら
す
ら
め

水
の

つ
ま
で
と
空
に
は
し
る
や
法
に
入
こ
、
ろ
の
0
よ
ど
む
か
ぎ
り
を

い色
か
へ
る
身
こ
そ
あ
だ
な
れ
人
し
れ
ぬ
」
器
オ
心
ば
か
り
は
隠
岐
の
島
守

(
一
行
分
空
白
)

8
 
苅
田
山
御
陵
え
奉
納

中
湊

こ
ま
大
和
中
の
み
な
と
に
ゆ
く
ふ
ね
も
世
わ
た
る
道
や
か
は
ら
ざ
る
ら
ん

隠
岐
小
島

神
代
よ
り
国
ぞ
動
か
ぬ
散
す
て
ふ
ぁ
は
と
は
い
は
じ
お
き
の
小
島
も
」
器
ウ

西
里

よ
そ
よ
り
は
来
る
て
ふ
事
の
い
ち
じ
る
く
西
里
す
ゞ
し
秋
の
は
つ
か
ぜ

高
田
山

神
の
ま
す
高
田
の
山
と
木
綿
か
け
て
な
び
く
は
雲
も
心
あ
り
け
り

皷
高

う
つ
音
も
治
り
け
ら
し
毒
む
し
て
皷
の
嵩
の
名
の
み
き
く
世
は
」
鴉
オ

御
陵

(
に
力
)

葛
多
山
こ
け
の
下
露
ふ
る
き
世
の
あ
は
れ
て
濡
ぬ
誰
袖
も
な
し

成
沢
池

水
煙
爰
に
た
て
る
も
な
る
さ
わ
の
い
け
の
か
ゞ
み
に
富
士
う
つ
す
ら
し

隠
岐
海

芦
田
耕
一

)(

入
か
た
は
か
ら
^
よ
お
き
の
う
み
の
に
し
て
な
る
日
を
^
に
ひ
た
し
て
^

ウ

籬
島

し
ら
浪
の
か
さ
な
る
色
に
を
の
づ
か
ら
き
く
の
ま
が
き
の
島
か
と
ぞ
み
る

隠
岐
外
山

な
み
に
う
く
お
き
の
外
山
の
雲
か
す
み
ゑ
ぞ
い
ひ
し
ら
ぬ
春
の
あ
け
ぽ
の

)し

成
沢
池

う
き
人
に
う
ら
み
も
ふ
か
く
成
沢
の
池
の
玉
一
操
に
お
も
ひ
み
だ
れ
て
」
釦
オ

小
峰
島

し
ほ
風
に
小
み
ね
の
し
ま
も
こ
ゆ
ば
か
り
あ
ら
磯
な
み
の
お
と
の
は
げ
し
さ

隠
岐
小
島

日
の
影
も
お
き
の
小
島
に
入
と
見
え
て
う
み
づ
ら
遠
く
雲
ぞ
ほ
の
め
く

詠
三
十
一
首
和
歌
毎
首
沙
弥
澄
覚
」
釦
ウ

お
き
つ
か
ぜ
ふ
く
も
の
ど
け
き
浦
な
み
に
は
る
を
う
か
べ
て
か
す
む
し
ま
山

く
れ
た
け
の
か
げ
を
や
ど
り
に
と
も
な
ふ
も
か
れ
ぬ
か
き
ほ
の
う
ぐ
い
す
の

こ
ゑ

や
ま
沢
の
ゆ
き
げ
も
け
ふ
を
初
わ
か
な
こ
ほ
り
な
が
ら
に
つ
む
ぞ
す
く
な
き

ま
づ
さ
く
は
窓
の
か
た
え
の
朝
日
か
げ
ほ
の
か
に
匂
ふ
花
の
む
め
が
>

の
る
こ
ま
の
こ
、
ろ
も
い
さ
む
桜
が
り
」
紅
オ
一
化
の
か
げ
ゆ
く
み
ち
は
な
づ

ま
ず

お
り
や
つ
す
わ
ら
び
は
た
け
し
岩
か
げ
に
は
な
さ
く
つ
、
じ
色
ぞ
め
と
ま
る

と
こ
ろ
え
て
か
は
づ
も
水
の
春
や
し
る
井
手
の
や
ま
ぶ
き
花
ぞ
さ
く
頃

ろ
う
た
か
く
む
か
ふ
み
ど
り
の
山
は
れ
て
は
る
の
か
す
み
は
た
ち
も
と
ま
ら

ず

本
ノ
マ

四
二
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か
を
と
め
て
と
ふ
も
五
月
の
ほ
と
>
ぎ
す
一
化
た
ち
ば
な
の
か
げ
な
ら
す
こ
ゑ
」

紅
ウ

し
み
づ
ゆ
く
木
の
し
た
か
げ
に
や
す
ら
へ
ぱ
む
す
ぱ
ぬ
さ
き
も
袖
ぞ
す
ゞ
し

きた
な
ば
た
の
あ
ふ
せ
を
契
り
い
く
秋
は
た
め
し
た
え
せ
ぬ
か
さ
气
ぎ
の
は
し

も
と
あ
ら
の
か
げ
あ
さ
か
ら
ぬ
露
の
雨
を
花
に
み
せ
た
る
み
や
ぎ
野
二
秋

ふ
り
は
へ
て
た
が
ゆ
く
袖
の
お
も
か
げ
を
尾
花
に
の
こ
す
野
辺
の
秋
風

み
ね
と
を
く
き
り
の
た
ち
ど
は
へ
だ
て
、
も
」
噐
オ
あ
ら
し
に
か
よ
ふ
さ
ほ

し
か
の
こ
ゑ

わ
き
て
す
む
ひ
か
り
は
秋
の
あ
ま
つ
空
く
も
ら
ぬ
月
ぞ
よ
も
に
さ
や
け
き

け
さ
ま
で
は
つ
ゆ
の
か
た
え
の
う
す
紅
葉
夕
日
て
り
そ
ふ
色
ぞ
木
ぶ
か
き

手
を
お
れ
ば
杉
の
こ
ず
ゑ
の
日
か
ず
へ
て
う
つ
ろ
ふ
色
に
匂
ふ
し
ら
ぎ
く

み
し
秋
の
色
の
ち
ぐ
さ
は
い
づ
く
ぞ
と
た
ど
る
冬
野
、
し
も
の
し
た
ぐ
さ
」

詑
ウ

ち
ど
り
な
く
こ
ゑ
も
ふ
け
ゐ
の
浦
さ
え
て
こ
ほ
ら
ぬ
浪
に
月
ぞ
こ
ほ
れ
る

あ
と
つ
け
て
と
ふ
も
い
と
は
じ
み
せ
ば
や
と
は
ら
は
ぬ
雪
の
け
さ
の
み
ぎ
わ

こι涙
行
を
し
の
ぶ
た
も
と
よ
く
れ
な
ゐ
の
い
ろ
に
な
み
ぇ
そ
し
ら
れ
む
も
う
し

よ
そ
な
が
ら
み
し
を
こ
ふ
る
ぞ
か
ひ
も
な
き
ゆ
く
か
た
し
ら
ず
こ
>
ろ
う
か

れ
て

そ
で
ま
く
ら
か
り
そ
め
ぶ
し
も
夢
な
ら
ぬ
」
器
オ
契
り
を
た
の
む
霄
の
か
た

ひ
と
す
ぢ
に
か
け
て
も
人
は
し
ら
い
と
の
か
た
よ
り
な
が
ら
す
ぐ
す
と
し
月

と
て
も
う
き
契
り
な
り
せ
ぱ
恋
わ
び
て
か
へ
む
い
の
ち
を
あ
わ
れ
と
も
し
れ

に
し
の
海
や
き
、
わ
た
る
世
は
遠
け
れ
ど
ま
ぢ
か
く
そ
で
に
か
ー
う
ら
浪
」

鈴
ウ

し
ま
も
り
を
た
の
む
手
向
の
も
し
ほ
草
を
き
の
浪
ぢ
に
ょ
せ
て
く
だ
さ
む

乱
世
の
と
き
し
も
道
の
す
ぐ
な
る
を
つ
ぎ
て
さ
か
ふ
る
し
き
島
の
う
た

せ
き
の
戸
の
内
外
の
ゆ
き
、
へ
だ
て
な
き
ま
も
り
も
君
が
千
と
せ
万
代

む
か
し
思
ふ
こ
、
ろ
を
こ
め
て
一
巻
の
法
の
こ
と
ぱ
に
そ
ふ
る
こ
と
の
葉
」

謎
オ隠

岐
の
く
に
源
福
寺
英
中
都
に
の
ぽ
る
時
、
普
門
品
一
巻
を
書
写
し
奉
納

の
つ
ゐ
で
三
十
一
首
を
さ
＼
げ
ま
つ
る

安
永
元
年
冬
入
道
前
大
納
言
澄
覚

(
一
行
分
空
白
)

奉
納
和
歌
町
尻
家

十
月
廿
一
日
隠
岐
国

後
鳥
羽
太
上
皇
の
御
廟
に
つ
か
へ
た
て
」
 
N
ウ
ま
つ
る
僧
英
中
の
は
か
ら
ず

も
た
づ
ね
来
け
れ
ば
、
や
が
て
め
し
入
て
そ
の
御
跡
の
こ
と
な
ど
も
の
が

た
る
つ
ゐ
で
袖
よ
り
一
巻
を
遣
し
侍
り
ぬ
。
み
れ
ば
い
に
し
寛
永
の
頃
四
百

年
の
御
忌
に
水
無
瀬
前
中
納
言
氏
成
の
勅
を
う
け
て
御
跡
を
と
ぶ
ら
ひ
た

て
ま
つ
ら
れ
し
と
き
奉
納
の
う
た
な
り
。
く
り
か
へ
し
よ
む
ま
、
に
む
か
し

の
御
あ
り
さ
ま
な
ど
い
と
ゞ
お
も
ひ
や
ら
れ
て
懐
旧
の
涙
た
も
と
を
」
託
オ

う
る
ほ
す
。
か
ね
て
御
跡
を
と
ひ
た
て
ま
つ
り
た
き
こ
と
は
<
忍
願
な
が
ら
も

は
る
か
な
る
浪
^
を
へ
だ
て
^
れ
ぱ
、
^
プ
の
^
に
は
か
>
る
こ
と
は
か
た
く

な
ん
侍
れ
ぱ
い
た
づ
ら
に
年
月
を
送
り
ぬ
。
せ
め
て
は
か
、
る
便
な
ら
で
は

し
き

と
り
の
ね
を
か
こ
た
ぱ
な
ど
か
い
そ
ぐ
ら
む
ま
だ
あ
け
ぬ
夜
の
き
ぬ
ぐ
の

と
こ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

一
九
九
一
年
三
月

四
三
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と
心
ば
か
り
の
卑
詞
を
つ
く
り
僧
に
つ
け
て
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
広
前
に

さ
、
げ
む
と
思
ふ
。
十
首
の
歌
の
か
し
ら
毎
に
字
を
な
ら
べ
て
つ
、
し
む
で

た
て
ま
つ
る
」
託
ウ

右
近
衛
権
少
将
藤
原
兼
原
上

つ
き
せ
じ
な
む
か
し
な
が
ら
の
水
無
瀬
川
な
が
れ
て
の
世
を
あ
ふ
ぐ
み
や
し

ろ

芦
田
耕
一

つ
か
ふ
ま
つ
る
み
な
を
も
隠
岐
の
君
が
あ
と
あ
ふ
ぐ
世
久
し
遠
近
の
空

し
ら
ぬ
よ
は
よ
し
う
ら
み
じ
よ
あ
め
が
し
た
お
さ
め
し
き
み
を
お
き
の
島
{
寸

む
か
し
よ
り
つ
た
ふ
る
君
が
こ
と
の
葉
の
み
ち
の
ひ
か
り
は
い
ま
も
ふ
り
せ

ぬ
」
錨
オ

手
を
お
り
て
か
ぞ
ふ
る
と
し
も
五
百
あ
ま
り
こ
え
に
し
跡
の
お
き
の
島
や
ま

た
ゞ
な
ら
ぬ
君
が
み
ゅ
き
の
ふ
る
一
言
を
お
も
へ
ぱ
い
ま
も
袖
ぞ
し
ほ
る
、

て
ら
せ
猶
や
ま
と
こ
と
葉
の
す
へ
な
が
く
よ
を
お
も
ふ
き
み
が
道
の
め
ぐ
み

こま
れ
に
だ
に
そ
の
み
あ
り
か
を
と
ふ
こ
と
も
な
み
の
ち
さ
と
を
へ
だ
つ
る
ぞ

う
き

つ
た
え
こ
し
そ
の
一
巻
を
み
て
も
な
き
託
ウ
く
り
か
へ
し
と
ふ
君
が
ふ
る

あ
と

累
代
の
君
を
ま
も
り
の
き
み
が
す
む
み
や
ゐ
は
お
き
の
山
と
う
ご
か
じ

明
和
八
年
十
月
二
十
二
日

(
一
行
分
空
白
)

奉
納
和
歌
詠
五
十
首

春
十
二
首

初
春

く
る
は
る
の
あ
と
は
み
へ
け
り
相
坂
の
」
師
オ
せ
き
の
清
水
も
氷
と
け
ゆ
く

雪
中
鷲

春
あ
さ
き
梢
の
雪
の
は
つ
花
に
に
ほ
ひ
ぞ
ふ
か
き
鷲
の
こ
ゑ

橋
器

^
を
わ
た
る
道
も
有
け
り
信
^
路
や
か
す
み
に
か
く
る
木
曽
の
か
け
は
し

行
路
梅

す
ゑ
遠
く
香
を
吹
お
く
れ
玉
ぽ
こ
の
」
釘
ウ
道
の
ゆ
く
て
の
梅
の
下
風

春
月

霞
し
く
花
の
木
間
を
も
る
月
に
は
る
の
こ
、
ろ
を
う
つ
し
て
ぞ
み
る

岸
柳

か
げ
く
ら
き
し
だ
り
柳
の
め
も
は
る
に
け
ぶ
り
ぞ
わ
か
ぬ
は
る
の
河
岸

旅
春
雨

つ
く
ぐ
と
日
を
も
ふ
る
か
な
は
る
雨
に
」
認
オ
都
の
空
の
な
が
め
の
み
し

て

四
四

遠
帰
雁

か
え
る
雁
か
す
み
の
ま
よ
り
ほ
の
か
な
る
こ
ゑ
ぞ
消
行
を
ち
の
曙

山
花

わ
け
て
し
も
春
の
名
だ
、
る
よ
し
の
山
む
べ
も
か
ひ
あ
る
花
の
空
哉

関
一
ヒ

さ
く
花
も
今
は
の
春
に
あ
ふ
さ
か
の
」
認
ウ
あ
ら
し
は
と
め
よ
せ
き
の
関
守

庭
花

お
の
づ
か
ら
ち
り
な
き
庭
の
苔
む
し
ろ
散
ぬ
さ
く
ら
の
か
げ
を
し
く
哉

河
欺
花

行
春
を
か
け
て
や
し
の
ぶ
山
吹
の
花
も
い
ろ
に
ぞ
い
手
の
河
な
み

⑪
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夏
七
首

社
卯
花
」
諦
オ

が
き
あ
れ
て
人
も
か
よ
わ
ず
卯
花
の
し
ら
ゆ
ふ
か
く
る
杜
の
宮
ゐ
は

い

早
苗
多

い
そ
げ
猶
千
町
の
さ
な
へ
と
る
田
子
の
さ
ば
か
り
な
が
き
日
を
な
た
の
み
そ

里
郭
公

ま
つ
と
し
も
い
は
で
の
里
の
ほ
と
>
、
ぎ
す
こ
>

ろ
と
を
な
け
夜
は
の
0
こ
ゑ

岡
時
鳥
」
諦
ウ

み
ず
く
さ
の
岡
の
あ
と
と
ふ
杜
宇
ね
て
の
あ
さ
げ
の
む
か
し
こ
ふ
ら
し

夜
慮
橘

た
ち
ぱ
な
の
か
ほ
る
枕
に
ね
ざ
め
し
て
夜
ふ
か
き
月
を
ま
ど
に
み
る
か
な

籬
霍
麦

あ
け
暮
は
露
と
し
も
ぬ
る
床
夏
の
を
の
れ
ま
が
き
に
し
ほ
れ
ふ
し
つ
、

江
螢
」
卯
オ

月
も
は
や
入
江
の
浪
の
く
ら
き
夜
に
猶
か
げ
と
め
て
飛
ほ
た
る
か
な

秋
十
二
首

初
秋

う
き
身
に
は
い
つ
も
こ
>
ろ
の
秋
の
空
け
ふ
と
や
風
の
お
ど
ろ
か
す
ら
む

萩
露

お
の
づ
か
ら
う
つ
れ
ば
も
と
の
色
も
な
し
人
の
こ
、
ろ
に
は
ぎ
の
上
露
」
卯

わ
き
て
猶
ま
つ
て
ふ
む
し
の
音
を
と
め
て
露
の
や
ど
り
や
ま
づ
た
づ
ね
ま
し

山
家
月

そ
む
か
で
も
浮
世
の
外
の
そ
ら
ぞ
み
つ
心
よ
り
す
む
柴
の
い
ほ
り
に
」
 
U
オ

野
径
月

武
さ
し
野
や
分
行
す
へ
の
春
も
な
く
雪
を
ふ
き
し
く
月
の
下
風

船
中
月

雪
の
夜
の
光
も
し
る
く
す
む
月
を
あ
こ
が
れ
い
づ
る
よ
そ
の
友
ぶ
ね

暁
鹿

う
き
物
は
あ
か
つ
き
の
み
と
し
か
や
な
く
な
れ
も
つ
れ
な
き
つ
ま
の
わ
か
れ

に
」
 
U
ウ河

霧

(
マ
マ
)

た
ち
わ
た
る
霧
に
な
が
る
、
耳
和
河
音
に
や
そ
れ
と
き
、
も
わ
き
け
る

搖
衣
幽

小
夜
ふ
か
み
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
た
え
ぐ
の
あ
ら
し
の
す
ゑ
に
こ
ろ
も
う
つ

な
り

ウ

萩
風

゛

さ
ら
で
だ
に
秋
は
な
ら
ゐ
の
い
ね
が
て
に
ゆ
め
や
は
ゆ
る
す
お
ぎ
の
上
風

尋
虫
声

四
五

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

タ
紅
葉本

ノ
マ
、

そ
め
は
て
ぬ
木
陰
も
み
ぇ
で
う
す
く
こ
く
ゆ
ふ
日
色
ど
る
み
ね
の
紅
葉
ご

此
オ

一
九
九
一
年
三
月

残
菊
匂

お
り
の
こ
す
き
く
の
葉
だ
れ
の
初
霜
に
う
づ
も
れ
ぬ
香
も
ふ
か
き
秋
哉

冬
七
首

朝
時
雨

注
1

本
ノ
マ
、

月
の
名
も
け
ふ
神
南
備
と
こ
の
ね
ぬ
る
朝
小
口
原
は
ま
づ
時
雨
?

竹
霜

〔39幻
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霜
さ
や
ぐ
竹
の
葉
山
の
あ
さ
あ
け
に
」
吃
ウ
ふ
か
ぬ
物
か
ら
風
ぞ
身
に
し
む

池
水
鳥

ふ
し
な
れ
し
玉
一
操
の
と
こ
は
こ
ほ
れ
ど
も
さ
す
が
夜
が
れ
ぬ
い
け
の
鳰
鳥

島
千
鳥

た
れ
を
か
も
ま
つ
が
浦
島
う
ら
み
わ
び
霜
夜
あ
ま
た
と
千
鳥
な
く
ら
む

松
雪

年
さ
む
き
雪
に
も
た
へ
て
ま
つ
が
へ
の
」
嶋
オ
か
は
ら
ぬ
色
を
よ
そ
に
や
は

み
る

芦
田
耕
一

潮
雪

こ
ほ
り
ゐ
し
汀
ぞ
し
ろ
き
志
賀
の
浦
や
な
み
に
跡
な
き
雪
の
あ
け
ぽ
の

惜
歳
暮

い
き
う
し
と
い
ひ
て
も
か
へ
れ
よ
し
さ
ら
ぱ
人
や
り
な
ら
ぬ
と
し
の
わ
か
れ

路

恋
六
首

寄
雪
恋
」
お
ウ

と
は
ゞ
や
な
人
の
こ
、
ろ
の
秋
風
に
雲
は
あ
と
な
き
も
の
と
や
は
み
る

寄
露
恋

消
ぬ
と
も
た
れ
か
は
し
ら
む
い
た
づ
ら
に
人
め
忍
ぶ
の
山
の
下
露

寄
烟
恋

そ
れ
と
だ
に
ぇ
や
は
と
が
め
ぬ
う
き
人
の
契
り
浅
間
に
く
ゆ
る
け
ぶ
り
を

寄
草
恋
」
"
オ

人
ご
、
ろ
身
を
ふ
る
さ
と
、
あ
れ
し
よ
り
や
が
て
生
ぬ
る
忘
草
か
な

寄
鳥
恋

せ
め
て
さ
は
う
き
物
ぞ
と
も
鳥
の
ね
を
わ
か
れ
な
が
ら
に
か
こ
つ
夜
も
が
な

寄
枕
恋

身
に
そ
へ
て
な
を
ふ
し
わ
び
ぬ
よ
も
す
が
ら
君
が
手
ふ
れ
し
?
げ
の
小
枕

雑
六
首
」
"
ウ

暁
述
懐

身
も
清
く
こ
、
ろ
も
澄
る
あ
か
つ
き
は
に
ご
れ
る
世
を
も
い
で
や
と
ぞ
思
ふ

閑
中
燈

見
る
ふ
み
の
た
め
と
し
も
な
き
ま
ど
の
中
に
む
な
し
く
残
る
夜
半
の
灯

山
旅

白
雪
の
か
、
れ
る
遠
の
ひ
と
つ
松
行
ゆ
く
さ
き
の
高
嶺
な
る
ら
ん
」
妬
オ

海
旅

老
お
も
ふ
涙
も
月
に
う
か
び
い
で
ぬ
身
さ
へ
一
浮
寝
の
浪
の
ま
く
ら
に

野
旅

か
な
れ
や
い
く
夜
も
お
な
じ
野
辺
の
露
夢
は
む
す
ば
ぬ
草
の
ま
く
ら
に

い

寄
松
祝

と
し
浪
を
か
け
て
ふ
き
こ
せ
家
の
風
す
ゑ
を
ぞ
た
の
む
和
歌
の
浦
ま
つ
」

妬

ウ

四
六

此
愚
詠
五
十
首
者
今
時
倉
皇
不
"
及
案
排
。
故
撮
其
旧
藻
清
写

以
奉
一
納
宝
殿
一
也
。
唯
信
'
所
"
至
而
不
"
恐
。
神
鑑
之
明
必
矣
。

壬
申
五
月
二
十
有
余
日
著
作
郎
古
藤
末
枝
為
景
」
妬
オ

⑫
天
和
二
稔
六
月
廿
二
日
隠
岐
院
を
守
護
し
奉
る
供
僧
の
中
源
福
寺
快
真
と

へ
る
僧
初
て
来
臨
せ
し
め
侍
り
け
る
に

い後
鳥
羽
院
御
影
を
拝
せ
さ
せ
対
顔
の
っ
ゐ
で
に
隠
州
の
御
陵
の
御
事
を
は
じ

本
ノ
マ

め
万
相
尋
侍
候
る
に
、
祖
父
氏
成
参
詣
之
頃
ま
で
は
供
僧
な
ど
六
坊
参
勤
あ

リ
サ
れ
ど
今
は
貧
し
く
お
と
ろ
へ
て
源
福
寺
来
迎
坊
ぱ
か
り
残
れ
る
由
聞
て

〔39力



を
ほ
け
な
く
も
」
妬
ウ
い
た
ま
し
く
存
、
快
真
今
は
と
て
帰
る
さ
に
請
て
を

氏
信

く
り
侍
る

お
き
の
島
ふ
る
き
軒
端
の
夏
衣
け
ふ
ま
で
か
た
る
人
は
む
つ
ま
じ

言
の
葉
の
花
の
み
や
こ
に
さ
か
へ
し
も
君
の
み
そ
で
は
お
き
の
島
守

⑬
後
鳥
羽
太
上
皇
隠
州
の
御
陵
の
守
り
め
な
り
け
る
源
福
寺
の
僧
快
真
六
月
廿

ヱ

二
日
水
無
瀬
の
御
影
堂
に
ま
う
」
 
U
オ
で
は
べ
り
け
る
比
、
そ
の
か
み
に

り

四
と
い
ふ
百
年
の
御
年
忌
と
ぶ
ら
い
奉
る
け
る
に
、
乃
祖
黄
門
氏
成
卿
内
よ

辻

り
の
御
つ
か
ひ
と
し
て
か
の
島
へ
ま
い
り
て
ょ
み
て
奉
ら
れ
け
る
歌
な
ど
も

て
き
た
り
ぬ
。
見
る
に
昔
の
事
な
ど
思
ひ
や
ら
れ
て
ょ
み
て
つ
か
は
し
け
る

兼
豊

(
茎
力
)

つ
か
へ
来
し
君
に
手
向
の
水
苔
士
の
あ
と
」

(
ひ
力
)

と
を
つ
ぉ
や
の
跡
を
し
た
へ
て

U
ウ

⑭
隠
岐
国
の
御
廟
に
侍
る
僧
の
の
ぽ
り
て
島
の
御
事
な
ど
語
き
こ
え
て
、
あ

す
と
く
か
え
る
と
申
け
れ
ば
、
そ
の
御
跡
に
つ
か
う
る
人
と
お
も
へ
ば
い
と
ゞ

な
ご
り
あ
り
て

来
て
か
へ
る
そ
の
な
ご
り
さ
へ
つ
き
せ
ぬ
は
き
み
が
す
み
こ
し
お
き
の
し
ま

人い
そ
ぎ
出
た
つ
と
い
へ
ば
何
を
申
か
わ
す
と
も
な
く
て

)し

な
つ
か
し
き
君
が
み
あ
と
に
は
て
ば
や
な
こ
>
ろ
を
人
に
つ
く
る
世
な
ら
ば

氏
孝
」
開
オ

⑮
お
も
ひ
が
け
ず
隠
岐
の
御
旧
跡
の
僧
の
た
よ
り
あ
る
よ
し
ー
つ
暑
花
を

?
マ
〕

さ
、
げ
し
か
ば
か
の
僧
ま
り
て
あ
ふ
は
因
縁
の
か
た
じ
け
な
さ
を
思
ふ
折
し

(
水
力
)

も
、
き
の
ふ
廿
二
日
あ
る
所
よ
り
よ
し
の
山
の
苔
清
石
の
苔
を
、
く
り
し
か

ば
か
の
僧
に
供
養
を
た
の
む
と
て

こ
れ
も
ま
た
え
に
し
を
む
す
ぶ
苔
清
水
お
な
じ
む
か
し
の
涙
を
ぞ
く
む

澄
覚

灰
仏
聖
観
音
州
三
尊

厨
子
こ
れ
は
や
ん
ご
と
な
き
御
筆
の
も
の
、
反
古
を
」
朝
ウ
灰
と
な
し
仏
躰

ハ
イ

に
つ
く
る
幸
の
便
な
れ
ば
源
福
寺
に
納
む
。
常
に
供
養
す
べ
し
。
毎
年
八
月

六
日
ご
と
に
供
養
あ
る
べ
し
。
わ
ざ
と
子
細
を
く
は
し
く
し
る
さ
ず
。
崇
敬

す
べ
し
。

壬
辰
首
内
旦

安
永
元
年
十
二
月
廿
二
日
書
入
道
大
納
言
澄
覚
拝

注
2

夏
日
同
堅
十
首
和
歌
蔵
人
左
近
衛
将
監
口
俊
治

春
七
首
」
四
オ

本
ノ
マ
、
モ
カ

波
の
は
な
も
い
く
世
か
こ
、
に
水
無
瀬
河
山
本
霞
む
春
は
来
に
け
り

霞
て
は
を
の
が
常
盤
の
山
の
名
も
う
づ
も
れ
ぬ
べ
き
朝
ぽ
ら
け
か
な

誰
か
今
匂
ひ
も
そ
ま
ん
桜
ぱ
な
は
な
は
む
か
し
の
春
に
咲
と
も

明
や
す
き
光
を
空
に
た
ち
こ
め
て
霞
む
も
あ
か
ぬ
春
の
夜
の
月

き
え
ぬ
木
も
花
と
は
し
る
し
春
の
日
の
」
四
ウ
ひ
か
り
に
あ
た
る
み
ね
の
白

雪春
は
ま
ず
花
ぞ
を
そ
き
と
み
し
色
の
く
る
、
も
ま
た
で
又
う
つ
る
ら
ん

注
3

打
か
す
む
絶
間
も
み
ぇ
で
藤
な
み
の
ゆ
ふ
日
の
匂
ふ
岡
の
べ
の
松

夏
三
首

鳴
そ
む
る
声
の
に
ほ
ひ
に
郭
公
は
な
橘
の
陰
も
と
む
也

と
り
初
し
日
か
ず
も
い
か
で
わ
が
な
へ
の
」
釦
オ
う
ふ
る
千
町
は
か
ぎ
り
な

け
れ
ぱ

難
波
江
や
芦
火
た
く
ひ
の
そ
の
ま
、
に
行
ゑ
し
ら
ぬ
は
螢
な
り
け
り

注
4

る

秋
は
ま
づ
心
の
色
ぞ
か
は
り
け
り
つ
ゆ
よ
り
さ
き
の
袖
の
な
み
だ
に

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

四
七

一
九
九
一
年
三
月
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七
夕
の
け
ふ
の
逢
瀬
に
明
か
よ
へ
世
々
に
か
は
ら
ぬ
和
歌
の
浦
か
ぜ

咲
と
み
て
や
が
て
し
ほ
る
、
槿
に
き
え
を
あ
ら
そ
ふ
花
の
上
露
」
加
ウ

浅
茅
原
た
の
め
も
を
か
で
た
づ
ぬ
れ
ぱ
有
明
の
月
に
松
む
し
ぞ
な
く

さ
し
い
づ
る
ひ
か
り
と
、
も
に
夕
波
の
月
に
ぞ
ち
ぎ
る
奥
の
つ
り

武
ユ

行
舟
に
ょ
る
べ
は
し
ら
じ
は
る
ぐ
と
見
し
や
い
づ
く
の
よ
ど
の
河
ぎ
り

あ
す
も
こ
む
猶
色
そ
へ
よ
さ
よ
時
雨
あ
か
ぬ
夕
の
峰
の
も
み
ぢ
に

冬
三
首
」
駐
オ

花
に
み
し
や
ど
の
木
草
の
春
秋
も
わ
す
る
、
今
朝
の
雪
の
し
づ
け
さ

浦
づ
た
ふ
波
路
に
と
も
や
松
し
ま
の
小
島
の
千
鳥
ひ
と
り
な
く
夜
は

あ
だ
に
の
み
を
く
る
は
や
す
し
と
し
の
暮
な
す
事
な
し
と
猶
を
し
み
て
も

恋
七
首

は
ら
ふ
べ
き
あ
さ
ぢ
が
露
も
お
き
七
め
て
と
は
れ
ぬ
夜
半
の
月
ぞ
う
つ
ろ
ふ
」

肌
ウ

朽
ね
た
ゞ
名
の
み
忍
ぶ
の
す
り
衣
も
り
て
か
ひ
な
き
袖
の
涙
に

問
ま
じ
き
心
は
し
り
ぬ
袖
の
露
玉
と
も
人
に
み
へ
じ
と
ぞ
お
も
ふ

の

か
れ
せ
ぬ
も
な
に
の
契
り
ぞ
お
も
ひ
草
秋
の
末
葉
ゐ
霜
も
い
と
は
で

゛

あ
ふ
夜
半
に
明
る
し
る
べ
は
憂
も
の
と
お
も
は
ぬ
ほ
ど
の
鳥
の
声
か
な

み
し
草
の
そ
の
面
影
も
わ
す
ら
れ
ず
」
詑
オ
か
た
み
に
残
れ
?
げ
の
小
ま
く

今
、
マ
〕

芦
田
耕
一

ま
つ

ら

俊
治
竹
内
也
。
独
吟
な
る
べ
し
。
同
{
子
い
か
ゞ
。
澄
覚
、
、

一
普
門
品
一
巻

奉
為

上
皇
尊
儀
御
菩
提
書
写
之
、
寄
附
于
隠
岐
国
源
福
寺

安
永
元
年
冬
沙
門
澄
覚

一
般
若
心
経
一
巻
冷
泉
大
納
言
為
村
謹
声
胎
オ

明
和
七
年
二
月
廿
九
日
受
戒
澄
覚

御
因
縁
あ
つ
く
隠
岐
の
御
旧
跡
に
奉
る

五
百
年
の
そ
の
世
も
遠
き
お
き
の
国
君
が
む
か
し
を
し
た
ふ
こ
と
の
葉

澄
覚

ま
く
ず
原
う
ら
み
む
風
の
た
よ
り
に
も
か
き
つ
く
し
て
ょ
水
く
き
の
跡

雑
三
首

明
や
ら
で
猶
か
ぎ
り
な
き
秋
の
よ
を
待
も
久
し
き
閨
の
と
も
し
火

露
は
ら
ふ
野
寺
の
か
ね
の
ふ
く
る
夜
に
里
と
ひ
か
ぬ
る
草
の
下
道

君
が
代
に
あ
へ
る
を
道
の
ひ
か
り
に
て
」
聡
ウ
む
か
し
に
か
へ
れ
わ
か
の
浦

四
八

御
奉
納

後
鳥
羽
院
の
御
陵
に
ま
い
り
て

浪
か
け
し
袖
に
快
を
き
、
わ
た
る
む
か
し
も
か
く
や
隠
岐
の
し
ま
山

忠
聖

右
延
享
三
年
寅
四
月
巡
見
使
伊
奈
兵
庫

御
陵
の
方
を
は
る
か
に
あ
ふ
ぎ
奉
て

あ
は
れ
聞
磯
の
ま
つ
風
浪
の
お
と
い
ま
だ
に
か
、
る
お
き
の
し
ま
山
」
鼠
オ

武
口

右
同
年
伊
奈
兵
庫
家
久
松
志
津
摩

浪
寄
す
る
隠
岐
の
島
山
い
ま
さ
ら
に
む
か
し
を
か
け
て
袖
ぞ
ぬ
れ
け
る

右
堤
甚
内
源
長
羽

(
二
行
分
空
白
)
」
脇
ウ

是
よ
り
地
下
人

団

〔395〕
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後
鳥
羽
院
の
御
寺
に
一
夜
を
明
し
て

舟
つ
な
ぐ
余
波
ぱ
か
り
を
言
の
葉
に
思
ひ
つ
ゞ
け
て
お
き
の
し
ま
守
」
泌
ウ

(
?
)

浅
野
島
右
衛
門
源
紀
綸

今
÷
)

忠
虫
"

人
と
わ
ぬ
野
は
ら
淋
し
き
夕
暮
に
お
ぽ
つ
か
な
く
も
松
む
し
の
こ
ゑ

右
石
州
銀
山
水
田
幸
十
郎
光
治
才

タ
ま
ぐ
れ
野
は
ら
さ
び
し
く
な
く
鶉
と
こ
の
草
葉
に
秋
か
ぜ
や
吹

右
同
所
児
子
十
三
歳
」
郭
オ

上
皇
住
せ
給
ふ
古
寺
へ
奉
納
な
し
奉
る

妙
な
り
し
法
の
ひ
ゞ
き
も
古
寺
に
声
な
く
か
よ
ふ
み
ね
の
ま
つ
風

右
栄
澄

冬
月

紅
葉
せ
し
山
も
あ
ら
し
に
冬
が
れ
て
月
よ
り
外
の
秋
は
残
ら
じ

右
石
州
大
森
吉
田
藤
十
郎
藤
原
久
遠
」
肪
ウ

後
鳥
羽
上
皇
御
忌
日
晶
奉
り
て

け
ふ
と
て
や
勝
田
に
声
を
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ら
む
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の
ま
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ま
時
鳥
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石
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応
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口
口
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内

あ
ら
尊
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右
石
州
大
森
岡
田
氏
石
可
」
騎
オ

花
山
院
前
内
大
臣
定
誠
公

?
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中
納
言
朝
忠

右

あ
ふ
こ
と
の
た
え
て
し
な
く
は
な
か
く
に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
ざ
ら
ま

鳥古
子

四
九

み

水
無
瀬
氏
孝
公

君
が
世
に
あ
へ
る
は
た
れ
も
う
れ
し
き
を
は
な
は
い
ろ
に
も
い
で
に
け
る
か

なう
ぐ
ひ
す
の
な
け
ど
も
い
ま
だ
ふ
る
ゆ
き
に
す
ぎ
の
は
し
ろ
き
あ
ふ
さ
か
の

せ
き

妙
法
院
宮

見
わ
た
せ
ぱ
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
那

し
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『
万
葉
集
』
巻
十
一
「
神
南
備
の
浅
小
竹
原
の
女
郎
花
思
へ
る
君
が
声
の
し
る
け

く
」
、
『
夫
木
抄
』
巻
十
一
「
寺
路
か
け
て
を
ら
ぱ
惜
し
け
ん
神
南
備
の
浅
小
竹
原
の
秋

萩
の
花
」
の
よ
う
に
「
神
南
備
」
と
「
浅
小
竹
原
」
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
も
「
竹
」
が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
竹
」
と
は
よ
め
ず
、
「
見
」

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

「
欠
」
「
目
<
」
の
よ
う
に
ょ
め
る
の
で
不
明
と
し
て
お
い
た
。

注
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源
(
竹
内
)
俊
治
の
官
職
か
ら
「
一
威
人
左
近
衛
将
監
」
が
よ
い
が
、
書
写
者
は
よ

め
な
か
っ
た
ら
し
く
、
「
蔵
」
と
「
人
」
を
合
わ
せ
て
一
{
子
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

今
仮
り
に
「
一
威
人
:
:
・
・
」
と
し
て
お
い
た
。
不
明
一
固
所
に
つ
い
て
は
、
「
源
」
が
適

当
か
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
に
は
よ
め
ず
、
不
明
と
し
て
お
い
た
。

高
さ
さ
さ
は
.
リ

一
九
九
一
年
三
月
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「
藤
」
に
つ
い
て
、
毒
旦
与
者
は
よ
め
な
か
っ
た
ら
し
く
、
「
藤
」
と
「
水
」
と
に

分
解
し
て
書
い
て
い
る
(
『
宝
物
之
記
』
も
同
じ
)
。
い
ま
コ
滕
」
と
し
て
お
い
た
。

注
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「
秋
七
首
」
が
落
ち
て
い
る
。
『
宝
物
之
記
』
も
同
様
で
あ
る
。

注
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「
石
」
の
字
、
「
不
」
と
も
よ
め
る
。

付
記
本
稿
は
平
成
元
、
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
一
般
研
究
B
 
「
隠
岐
流

人
に
関
す
る
研
究
」
)
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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